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月 
日
：
平
成
１８
年
５
月
１８
日 

 
万
葉
の
里
は
、
万
葉
集
を
は

じ
め
新
古
今
集
、
千
載
集
な
ど

多
く
の
歌
集
に
登
場
す
る
三

島
江
や
玉
川
の
里
で
す
。 

 

こ
の
地
は
、
芦
が
生
い
茂
り
、

卯
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
自
然

豊
か
な
地
で
し
た
。
そ
の
面
影

を
偲
び
た
い
と
「
卯
の
花
」
の

開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
こ
の
里

を
訪
れ
ま
し
た
。 

散
策
ル
ー
ト
：
玉
川
橋
団
地

↓
玉
川
の
里
（
卯
の
花
の
道
散

策
）
↓
松
尾
芭
蕉
碑
↓ 

正
徳

寺
↓
三
島
鴨
神
社
↓ 

三
島

江
浜
跡
↓
三
箇
牧
公
民
館   

玉 

川 

の 

里 

高
槻
市
玉
川
二
丁
目
に
あ

る
「
玉
川
の
里
」
は
市
内
の
南

部
、
そ
こ
に
咲
く
「
う
の
は
な
」

は
、
平
安
時
代
か
ら
古
歌
の
歌

枕
と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
時
代

に
も
俳
句
や
川
柳
の
題
材
に

も
な
り
ま
し
た
。 

古
く
か
ら
詩
歌
な
ど
に
う

た
わ
れ
た
景
勝
地
と
し
て
、
全

国
に
六
ヶ
所
の
玉
川
（
六
玉

川
）
が
あ
り
、
高
槻
の
玉
川
は
、

山
城
国
、
近
江
国
な
ど
の
玉
川

と
と
も
に
、「
摂
津
国
三
島
の

玉
川
」
と
し
て
六
玉
川
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ら
は
、
地
域
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
詩
歌
に
詠
み
込
ま

れ
て
い
る
風
物
が
決
ま
っ
て

い
て
、
山
城
国
井
手
は
山
吹
、

近
江
国
野
路
は
萩
、
武
蔵
国
調

布
は
晒
布
、
陸
前
国
野
田
は
千

鳥
、
紀
伊
国
高
野
は
旅
人
ま
た

は
氷
で
、
摂
津
国
三
島
は
「
う

の
は
な
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。    

初
夏
の
玉
川
を
詠
ん
だ
和

歌
・
俳
句
に
は
、「
う
の
は
な
」

が
多
く
登
場
し
ま
す
。 

「
う
の
は
な
や 

暗
き 

柳
の
お
よ
び
ご
し
」 

  

こ
れ
は
元
禄
７
年
（
１
６
９

４
）
の
夏
、
松
尾
芭
蕉
が
伊
賀

上
野
（
現
伊
賀
市
）
に
帰
郷
し
、

大
坂
や
京
に
頻
繁
に
出
入
り

し
て
い
た
頃
に
詠
ん
だ
句
で
、

現
在
、
玉
川
の
里
に
は
こ
の
句

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

卯 

の 

花 

幹
が
中
空
で
あ
る
こ
と
か

ら
ウ
ツ
ギ
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、

卯
月
（
陰
暦
の
４
月
）
に
咲
く

か
ら
と
も
い
う
。 

ウ
ノ
ハ
ナ
は
ウ
ツ
ギ
ノ
ハ

ナ
の
略
称
で
あ
る
。 

日
本
各
地
、
お
よ
び 

中
国
に

分
布
、
山
野
に
は
え
、
生
垣
や

庭
木
と
し
て
栽
植
す
る
。
多
く

分
枝
し
高
さ
１
．
５
ｍ
位
。
皮

は
よ
く
は
げ
る
。
若
枝
、
葉
、

花
序
に
星
状
毛
が
あ
り
ざ
ら

つ
く
。
葉
は
対
生 

し
長
さ
３
〜

６
cm
。花
は
ふ
つ
う
５
月
下
旬

頃
に
咲
き
、
側
枝
の
短
い
円
錐

花
序
に
多
く
つ
く
。
花
冠
は
白

色
で
径
約
１
㎝
。
材
は
硬
く
木

釘
、
楊
枝
な
ど
に
利
用
す
る
。 

「
う
の
花
の
に
お
う

．
．
．
垣
根
」
は

ウ
ノ
ハ
ナ
が
香
る
．
．
の
で
は
な

く
、
白
い
花
が
美
し
く
映
え
る

．
．
．

状
態
を
い
う
。
ウ
ツ
ギ
に
香
り

は
な
い
。
に
お
い
と
し
て
は
香

り
よ
り
も
色
の
意
味
合
い
の

方
が
古
い
。 

『
万
葉
集
』
で
は
花
の
に
お

い
は
、
も
っ
ぱ
ら
色
の
表
現
に

使
わ
れ
、
香
り
に
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が

『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、

花
の
香
が
注
目
さ
れ
、
に
お
い

と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

に
お
う
は
『
万
葉
集
』
で
は

圧
倒
的
に
色
の
世
界
で
あ
っ

た
。『
古
今
和
歌
集
』
で
幕
を

開
け
た
か
お
り
は
、『
源
氏
物

語
』
に
な
っ
て
確
立
さ
れ
た
。 

正 

徳 

寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
お

寺
。
門
の
東
に
あ
る
卯
の
花
の

大
株
は
樹
齢
百
年
と
も
い
わ

れ
る
古
木
で
す
。 

三 

島 

江 

浜 

跡 

三
島
江
は
、
玉
川
の
里
と
並

ん
で
歌
枕
の
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
世
来

は
河
港
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
、
三
島
江
浜
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
。
現
在
の
姿
か
ら
昔
の

面
影
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
堤
防
下
に
残
っ
て
い

る
妙
見
灯
籠
が
、
当
時
の
様
子

を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。 

三 

島 

鴨 

神 

社 

 

四
世
紀
に
入
っ
て
大
和
を

中
心
と
し
た
国
家
体
制
が
確

立
し
、
地
方
に
成
長
し
た
小
国

家
を
「
県
」（
あ
が
た
）
に
編

成
し
、
そ
の
地
方
共
同
体
の
支

配
者
を
「
県
主
」（
あ
が
た
ぬ

し
）
と
し
て
統
治
さ
せ
た
。 

三
島
県
主
は
、「
続
日
本
記
」

に
三
島
県
主
が
鴨
宿
彌
（
か
も

す
く
ね
）
の
姓
（
か
ば
ね
）
を

賜
っ
た
と
の
記
述
が
み
え
る
。 

鴨
氏
の
祖
先
を
祀
る
鴨
神

社
が
あ
り
、
産
土
神
と
し
て
伝

承
さ
れ
て
い
る
。 

鴨
氏
は
淀
川
へ
出
た
氏
族

と
言
わ
れ
て
い
る
。
難
波
地
方

は
、
古
代
、
難
波
の
八
十
島
と

い
わ
れ
た
よ
う
に
、
河
川
の
運

ぶ
土
砂
が
堆
積
し
て
陸
地
が

形
成
し
、
多
く
の
島
々
が
点
在

し
て
い
た
。 

古
代
の
人
々
は
島
が
作
ら

れ
て
い
く
の
を
神
の
威
力
と

感
じ
、「
御
島
」
と
呼
ん
だ
。「
三

島
」
は
「
御
島
」
で
あ
る
。「
御
」

は
単
純
な
敬
称
で
は
な
く
、
地

の
神
へ
の
信
仰
と
、
地
域
へ
の

愛
着
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。 

社
伝
に
よ
れ
ば
仁
徳
天
皇
の

時
代
に
百
済
よ
り
大
山
祇
神

社
を
迎
え
て
摂
津
御
島
に
淀

川
鎮
守
の
社
を
造
っ
た
の
を

創
祀
と
し
て
い
る
。 

Ｓ
・
Ｏ 

６月度行事予定 
   "ＲＯＳＥＰＬＡＮのまち：番 田” 

月  日：平成１８年６月１５日（木） １３:３０集合 

交通案内：バスＪＲ高槻南駅④乗り場下田部団地行き 

１２：５５発→終点下車 徒歩にて約１0分 

集合場所：安威川淀川右岸流域下水道組合管理センター 

7月度行事予定 
”福祉のまち：郡 家” 

月  日：平成１８年７月２０日（木） 

集合場所：今城塚公民館 １階ロビー１３：３０ 集合 

交通案内：高槻市営バスＪＲ富田駅南①乗り場 

   奈佐原行 １３：００発 福祉センター前下車 
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万

葉

歌

人

の
夢 

 

玉
川
の
里
・
三
島
の
里 


